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発表の流れ

［１章］ 省エネルギーの必要性

［２章］ 日本の省エネルギー分析

～自動車の省エネを例に～

［３章］ 中国の省エネルギー分析と提言

［４章］ 日本のトップランナー方式の省エネルギー分析



省エネとは？

• 正式名 省エネルギー

• 定義 エネルギー使用の合理化

一定の目的を達成するためのエネルギーの
使用に際して、より少ないエネルギーで同一
の目的を達成するために徹底的な効率の向
上を図ること



３Ｅの重要性

経済

環境

安定供給



省エネと３Ｅ

省エネの効果

企業のコスト削減

エネルギー消費量の節約

経済性の改善エネルギーセキュリティー
の改善

環境汚染の改善

企業成長の持続可能性

省エネは３Ｅを達成できる！



省エネはどのようにすすめられ
てきたか？
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省エネルギーの歴史

1973年 第一次石油危機
1979年 省エネ法制定、施行

1979年～80年 第二次石油危機
1991年 湾岸戦争
1993年 省エネ法改正、施行
1997年 COP3
1998年 省エネ法改正
2001年 同時多発テロ・COP7
2002年 省エネ法改正

様々な要因により法律の制定、施行がすすむ

トップランナー方式



現在の日本の省エネ導入状況

エネルギー使用の合理化に関する法律

（省エネ法）

昭和５４年６月２２日施行・平成１４年１２月１１日改正



省エネ法

• 目的
燃料資源の効率的利用を行うため、工場、建築
物および機械器具についてエネルギー使用の合
理化を推進することにより、経済の発展に寄与

• 定義
この法律における「エネルギー」とは燃料、燃料を
熱源とする熱、燃料により発電された電気のこと

※風力発電、太陽光発電等自然エネルギーによ
り発電された電気は対象外



世界各国のエネルギー消費効率

ＥＤＭＣ エネルギー・経済統計要覧2000年度版

GDP当たり一次エネルギー消費
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グラフから・・

• 日本は世界トップレベルの省エネ国

• 中国における省エネの可能性



中国のどの分野で
省エネを行ったらよいか？



中国のエネルギー消費量
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石油消費量の推移



つまり・・・

石油消費の増大と国内自給量の伸びの鈍化

↓

石油消費の増大は石油の海外依存度を高める

↓

中国のエネルギーセキュリティーに多大な影響

↓

中国の石油多消費分野を見直すべき！



中国の石油消費量BEST3
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中国の自動車部門における
エネルギー消費量の増大

個人の所得の
増大

自動車保有
台数の増加

ガ
ソ
リ
ン
消
費
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油
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中国の今後の自動車の増加

中国のモータリゼーションとエネルギー消費の展望(2002)



中国における自動車保有量の予測
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中国のモータリゼーションとエネルギー消費の展望(2002)



中国の自動車部門での

省エネを促進すべき！

ではどこの国の政策を参考にしたらいい？
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日本と中国の自動車燃費比較



日本の自動車の燃費は
世界トップ！

日本の省エネの歴史から
学ぶことは多いはず！！



発表の流れ

［１章］ 省エネルギーの必要性

［２章］ 日本の省エネルギー分析

～自動車の省エネを例に～

［３章］ 中国の省エネルギー分析と提言

［４章］ 日本のトップランナー方式の省エネルギー分析
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Case 1
（エネルギー価格高騰→省エネ）

出所：(財）日本エネルギー敬愛研究所

原油価格推移
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Case 1
（エネルギー価格高騰→省エネ）

出所：新版省エネルギー法の逐条解説

ガソリン乗用車における燃費の平均値の推移
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第２次石油危機
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Case 2
（エネルギー価格高騰→政策→省エネ）

ガソリン乗用車における燃費の平均値の推移
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出所：新版省エネルギー法の逐条解説
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Case 3
（環境面→政策→省エネ）

• トップランナー方式

• 自動車税のグリーン化



トップランナー方式とは
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Case 3
（環境面→政策→省エネ）

自動車の理論燃費(ガソリン乗用車)
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Case 3 補足
（自動車税のグリーン化）

自動車税のグリーン化 （2001年度新規導入）

•自動車税について税収中立を前提に・・・

低公害車は税率が軽減

車齢の高い自動車は重課

•自動車取得税について

低燃費かつ低排出ガス認定者に対し取得価格から30万円
控除するなどの特例を設けている
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Case 4
（環境面→省エネ）

国民の環境に対する意識の高まり

企業の環境への配慮の姿勢を示す事による
企業のブランド力のｕｐ

ＥＸ：トヨタ自動車のプリウス

企業ブランドｕｐの戦略としての省エネ



Case 3の分析の必要性
ガソリン乗用車燃費推移

0

2

4

6

8

10

12

14

16

76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 96 97 98 99 00 01

燃
費
(ｋ
ｍ
／

ℓ)

Ｃａｓｅ１ Ｃａｓｅ２ Ｃａｓｅ３
出所：新版省エネルギー法の逐条解説、国土交通省



発表の流れ

［１章］ 省エネルギーの必要性

［２章］ 日本の省エネルギー分析

～自動車の省エネを例に～

［３章］ 中国の省エネルギー分析と提言
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中国の省エネ政策

中国省エネルギー技術政策大綱（1984年）

中華人民共和国省エネルギー法（1998年1月1日施行）

第10次5カ年計画（2001～2005年）

各業界への省エネ投資、技術改善、科学研究を指導

省エネマネジメント、そのリーズナブルな運用、
省エネ技術開発、法的責任について規定

2020年までのエネルギー中長期発展計画案（2004年6月）
（省エネルギーが最優先課題）



中国自動車の燃費



燃費改善に向けて

ⅰ）補助金

ⅱ）税

ⅲ）トップランナー方式

低燃費自動車普及のために補助金制度を設ける

低燃費自動車などの自動車の税を低くする

トップランナー方式を中国に導入する



ⅰ）補助金

低燃費自動車普及のための補助金

•産業保護になる可能性

•財源の問題



ⅱ）税

低燃費自動車などの自動車税を低くする

高燃費自動車の税を高くする

可能性あ
り！！



ⅲ）トップランナー方式

トップランナー方式を中国に導入する

省エネルギー

中国自動車の国際競争力の強化
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燃費の推移

出荷ベース及び保有ベースの乗用車の理論燃費
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保有燃費と出荷ベース燃費

燃費

出荷ベース

保有ベース

出荷ベースの改善 保有ベースの改善



エネルギー消費の推移

自家用乗用車のエネルギー消費の推移
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つまり・・・

燃費効率がよくなっている

Ｂｕｔ・・・

１次エネルギー消費量が上がっている

燃費効率はどれぐらい寄与しているのだろうか？



計算式

エネルギー消費量[l]

＝走行距離[km] × 実走行燃費[l/km]

＝保有1台当たりの走行距離[km/台]×保有台数[台]

× 実走行条件 × 保有理論燃費[l/km]



計算式

△エネルギー消費量
＝【△走行距離要因×実走行燃費
＋１／２(△走行距離要因×△実走行燃費)】

走行距離変化要因
＋

【△実走行燃費×走行距離要因
＋１／２(△走行距離要因×△実走行燃費)】

実走行燃費変化要因



計算式

△走行距離
＝【△１台当たりの走行距離×保有台数
＋１／２(△1台当たりの走行距離×△保有台数)】

1台当たりの走行距離変化要因
＋

【△保有台数×1台当たりの走行距離
＋１／２(△1台当たりの走行距離×△保有台数)】

保有台数変化要因



計算式

△実走行燃費
＝【△実走行条件×保有理論燃費

＋１／２(△実走行条件×△保有理論燃費)】
実走行条件要因

＋
【△保有理論燃費×実走行条件
＋１／２(△実走行条件×△保有理論燃費)】

保有理論燃費要因



エネルギー消費
エネルギー消費

走行距離 実走行燃費

保有1台当たりの走行距離 保有台数

世帯数 1世帯当たりの保有台数

保有理論燃費 実走行条件

燃費
（技術改善等）

保有車両重量

道路状況（渋滞等）
運転状況（急発進・急加速等）
積載状況（不要物積載走行等）
整備状況（タイヤ空気圧等）
車載機器（カーエアコン等）



自家用乗車のエネルギー消費変化要因

自家用乗用車のエネルギー消費変化要因
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平成１６年２月２４日省エネルギー部会運輸部門のエネルギー消費動向より

実走行燃費要因
５．１百万ｋℓ

走行距離要因
１８．３百万ｋℓ



実燃費要因の内訳

実走行燃費要因の内訳
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エネルギー消費フローチャート
エネルギー消費

走行距離 実走行燃費

保有1台当たりの走行距離 保有台数

世帯数 1世帯当たりの保有台数

保有理論燃費 実走行条件

燃費
（技術改善等）

保有車両重量

道路状況（渋滞等）
運転状況（急発進・急加速等）
積載状況（不要物積載走行等）
整備状況（タイヤ空気圧等）
車載機器（カーエアコン等）

２９．５ ５６．８

－８．１ ８６．３

７８．２

－２３．７
２８．６

４．９ １６．９

２１．８

１００



今後の課題

• 経済産業省回帰分析の手法分析

• 中国自動車燃費推移

• 技術ベースでの議論


